
兵 ト 青 発 第 1 3 号 

令 和 5 年 9 月 1 4 日 

 

兵青協役員･評議員  各位 

 兵青協相談役･顧問  各位 

 支 部 青 年 部 会 長  各位 

 支 部 事 務 局 長  各位 

(一社)兵庫県トラック協会 

 青 年 部 協 議 会 

 会  長   藤 本  豊久 

 

兵青協「第４回 評議員会」 経過報告 
 

日 時 ： 令和 5年 9月 9日(土)  15:00～16:30 

場 所 ： 神戸国際会館セミナーハウス 701号室  (神戸市中央区御幸通 8-1-6) 

出 席 ： 出席者 24名(別添 出欠名簿のとおり)  事務局 横井 

     

１．開会挨拶   藤本会長より挨拶 

２．議  事 

(１) ＫＴＳ児童絵画コンクールについて 

藤本会長より、兵庫県の応募は４９名(幼児・低学年 29 名/近畿 96 名)(高学年 20 名/近畿

53名)であった旨を報告し、多数の参加についてお礼を述べた。 

 

(２) 全ト協青年部会「近畿ブロック大会」について 

兵庫県の参加は式典・交流会 59名（目標 60名）、2次会 23名、ゴルフ 9名となったことを

報告し、多忙の折、多数の参加申込みをいただいたことについてお礼を述べた。 

 

(３) 令和５年度兵ト協「トラックの日イベント」について 

藤本会長(事務局補足)より、次について報告。 

① 展示等車輌の借上料とスタッフ日当について 

現時点では、車種関係なしに一律３万円/台(運転者代・税等含む)の借上費とスタッフ５

千円/名の予算を確保したことを報告。 

(※但し、急遽、必要経費が発生した場合は減額等の可能性あり。) 

 

② イベントスタッフについて 

現在の参加スタッフ数は実質 65名。イベント会社へスタッフ数について確認したところ

何とか対応できるだろうと回答をもらっていることを報告。 

(※万一、スタッフが不足した場合は追加要請させていただく。) 

 

③ イベント会場スペースの変更について 

・施設管理者から当初聞いていた使用可能な会場スペースに誤解があったため予定より少

し狭くなった。資料のとおり展示用車両(パッカー車を含め 11台、体験用車両 6台)を借り

上げ使用することを報告。 

また、トラック車両を提供いただく方へは、当日、必ず輪留めの持参をお願いした。 
 

・支部特産品販売ブースを出展される支部は、西宮・丹有・北播・淡路の４支部となった。 

なお、会場スペースの縮小により当初予定していた支部運営の夜店屋台は設置しないこ

ととなったため、特産品販売ブース以外のスタッフは通常のイベント運営をお願いする。 

 

④ スタッフポロシャツについて 

資料のとおりポロシャツデザインと色が決定したことを報告。 



(４) 兵青協ブロック事業について 

① チャリティ・ボランティア事業（第 2ブロック担当）について 

チャリティの趣旨として青年部会員だけではなく一般会員やその他関係者等も含めて行

うことが本来であり、令和 5年度の実施内容として次のとおり決定した。 
 

・「チャリティボウリング大会」 

日 時： 11月 24日(金) 17時以降 (※9/13現在 12レーンを予約済み) 

場 所： 神戸六甲ボウル 神戸市灘区友田町 5-2-1 

交流会： ボウリング大会後に近隣の焼き肉店にて親睦食事会をセットで開催する。 

※ボウリング場予約を小西ブロック長に、焼き肉店予約を小林監事にお願いする。 

対象者：チャリティに賛同いただける兵庫県トラック協会関係者 
 

なお、同日、大会前に「第 5回評議員会(15時～)」を兵ト協会議室にて開催する。 

 

② 令和 4年度以降のチャリティ募金(現ストック金：304,000円)の使途について 

令和 5年 4月 21日開催の「第 1回評議員会」にて決定した『ふるさとひょうご寄附金』

への寄附については、寄附金の使途項目が 32項目あり、そのうち次の子供に関する寄附項

目から多数決をとることとなった。 
 

・子ども食堂・支援団体応援プロジェクト 

(子ども食堂の開設や弁当を届けるアウトリーチ活動) 

・児童養護施設や里親の下で育つ子ども応援プロジェクト 

(社会的養護のもとで生活する子どもたちの自立や夢が実現) 

・小児筋電義手バンク応援プロジェクト 

(兵庫県立リハビリテーション中央病院で訓練用義手を貸し出す) 

・障害者(児)スポーツ等応援プロジェクト 

(練習場所の確保や用具の購入、専門コーチの競技・実技指導) 

・子ども見守り活動支援プロジェクト 

(兵庫県防犯協会連合会。ながら見守り」活動を推進する事業) 

 

結果、「児童養護施設や里親の下で育つ子ども応援プロジェクト」への寄附が決定した。 

寄附方法は、兵庫県担当部署へ連絡のうえ寄附金の手渡し希望を伝えることとし、兵青協

メンバーとしては現正副会長と担当ブロック長で持参する。 

※兵庫県担当部署の長等に手渡すこととなる。 

 

③ 研修事業(会長担当)について 

会長から研修内容で何か希望するテーマ等ないか意見を求めたところ次の意見があった。 

・届け出た｢標準的な運賃｣の使い方(活用方法)について 

・「2024年問題」に関する勉強会等について→ 滝川先生(西宮支部：小浦氏推奨) 

 ※ 疑問・悩みなど勉強したい希望テーマを会長に申し出ることとする。 

(会社・氏名は公言しない) 

 

※各支部の届け出率を確認して、各支部青年部会で未届出会員へ届け出を促す活動が必要。 

事務局は次の会議までに支部単位での届け出率を資料につけること。 

 

４ そ の 他  情報共有 ・トラックＧメンの設置による荷主・元請事業者への監視体制の強化 

・トラック運転者の長時間労働改善特別相談センターの利用。 

・労働安全衛生規則の改正 

５ 閉  会 

                           以 上 

 

○閉会後【17時 30分～19時 30分】 

会場を大丸百貨店 10F「イタリコ」へ移して、親睦事業(第 3 ﾌﾞﾛｯｸ担当)「親睦会」を開催した。 


